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白色系充てん剤と加硫促進剤(3)

前回 に引き続き仄白色充てん剤配合ゴムに対する加硫
促進剤の性能につい て紹介する． 一般にけ い 酸塩系の充て
ん剤（シリカ，クレ ー， タルクなど）は，加硫促進剤を吸着
する性質があるため加硫反応が阻害され，加硫速度の遅れ
や架橋密度の低下など好ましくない現象が生じる。

今回は，配合の項に示す ようにカ ー ボンブラック／シリ
カ ／シランカ ップリング剤系における加硫促進剤の併用を
紹介する．

図1から図3にDM に種々の加硫促進剤を併用した場合
の加硫皿線図を示す ． DM単独（無添加） では，加硫速度が
遅く，加硫トルクも低く単独使用では実用的ではない ．

図lにC,D,加硫活性剤であるEGS を併用した場合の
加硫曲線図を示す ． Cは，ほとんど促進効果が認められな

い．D,EGSは，加硫促進効果 を示すが，加硫トルクの上
昇は他の加硫促進剤と比較して小さい ．

図 2 ,3にチウラム系加硫促進剤あるいはジチオカルバ

ミン酸亜鉛 を併用した場合の加硫曲線を示す ． チウラム系，
ジチオカルバミン酸亜鉛は，加硫の促進効果が大きく，加
硫トルクを上昇させることが認められる．

実験
1.配合

SBR1502 100,酸化亜鉛 5,ステアリン酸1,HAFブラ
ック30,シリカ ※ ］50,ナフテン系オイル30,シランカ
ップリング剤 ※2 6, DM 1,硫黄1.5,加硫促進剤 0.5
(TOT-N は，0.75)

※lニプ シルVN3;東ソ ー ・シリカ株式会社
※ 2 Bis (tri叫10xysilylpropyl)polysulfide (A -1289 ;日本

ユニカ ー株式会社）
2.試料
(1)加硫促進剤（ノクセラ ーは省略）

D, C, T「,TET,TOT-N, TS, PZ, ZTC
( 2)加硫活性剤

ノックマスタ ー EGS
3.試料

MDR 2000による加硫試験；160℃

参考文献

1 )  NOC技術ノ ー トNo.538, I'!ゴム協誌 ， 78(10) ， 会告355 (2005) 

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行った試験
に基づく ものでありますが，結呆をすべて確実に保証する
ものではありません．
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図1 D, EGS, C併用の加硫曲線

図2 チウラム系加硫促進剤併用の加硫曲線
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図3 ジチオカルバミン酸系加硫促進剤併用の加硫Jill線
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